


























































































































































































































































てて調整 し,完成させていく作業を繰 り返 した｡
そして,月ごとの月末に報告会をし,経験を共





















































後にA4用紙 1枚のレポー トを提出し,前期 ･
後期の学生のレポー トを集めて,学生たちが製
本 して,資料13『2010年度 学校ボランティア


























































































































資料 1 平塚市立みずほ小学校 昼休み活動 (12:55-13:45)11月 日程表
●●は､参加日のリーダーを示す
2008.ll.2
みずほ小学校予定 みずほ#リ 文化の日 港リ管え休日 戟育相旗日四時下校 守フンチイアラム 神大教EL悦覗■ゝr辛 #育棉技 小数研究部会 一力労忠柵の日 揺り管え休日 鞍Aコ̀F‡一 全#;1柿 刺立十価午妃念式典
昼休みの有〇九 × ○ X ○ ○ ○ × ○ ○ X ○ X ○ ○ × ○ ○○ E]政lり弓カレンダー I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 ー3 t4 t5 16 17 t8 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
BtEl 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
竿郎 宇和 年次 氏名 氏名カナ ～ 0 2 2 4 2 4 4 3 4 3 3 4
哩 化 2 服か 浩子 ハットリ ヒロコ +.* ● ○ ○ ●○ 5
生OI 3 柿木 沙里棄 カキノキ サリナ 木 ● ● ○ 3
生物 3 市川 沙掠 イチカウ サエ 木 ○ ○ ○ 3
生物 3 小永井 俊樹 コナガイ トシキ 金 ● ○ ○ 3
抱合理学プログラム 2 佐藤 桝亡 サトウ ナオヒト 月 ● l
総合理学プログラム ;I-iy 昭宏 タキザウ アキヒC]火.水 ○ ○ ● 3
総合理学プログラム 2 斗野 泰弘 ツノ ヤスヒ口 火 ○ ● 2
総合理学プログラム 2 大和 文Lf ヤマト フミアキ 火.金 ● ○ ○ 3
総合理学プログラム 2 梅松 枯矢 ウエマツ ユウヤ 水.金 ○ (⊃ ● ○ ○ 5
総合理学プログラム 2 長内 明 オサナイ アキラ 金 (⊃ ○ ● 3
挺合理竿プログラム 2 山田 早手 ヤマダ サキ 火 ○ ○ 2














































押掛 日大乍心理 ･教子fJGJf'fL論生 卵 30号 (20日中 3J｣31Fl)






2009年 2月 ･3月 (詳細は配付資料)
2.時間帯
① 午前の部 (10 :00- 12 :10)















① 説明会 1月 9日 (金)
② 申込期間 1月 9日 (金)～15日 (木)
③ 申込場所 教職課程指導室
④ 確定予定表受取期間 1月 19日 (月)～23日 (きん)昼休み
⑤ 確定予定表受取場所 :鈴木そよ子研究室
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資料 3 平塚市立みずほ小学校 ボランティア参加希望予定表
平塚市立みずほ小学校ボランティア参加希望予定表
x印は昼休みの遊び活動なし. 2009(平成21)年2月
日付 哩 時数 学校行事 午前(10:00-12:10) 午後(12:50-15:30)
1 日
月 5 年間反省梅見会議(a
3 火 6 クラブⅧⅨ(3年見学)
4 水 5
5 木 5 講話朝会 学習参根.懇畝会(高)
6 金 5 学習参概.懇談会(低)
7 土
8 8
9 月 5 卒業式準備委員会②







17 火 6 クラブ(予備日)
水 4 小教研第5回研究部会14:15なかよし作品展～22日
19 木 6 たてわL)集会Ⅴ 入学準備委艮会② AET業者窓ふき
20 金 5 なかよし作品展(～24日平塚市美術館)AヒT
21 土
22 日
月 ⑤ 職員会報 AET
24 火 6
25 水 5
26 木 6 卒業を祝う会
27 金 6 故育課程検討委兵舎②
土
*午前.午後の時間帯は基本的な時間割.特別な場合は､多少の時間のずれがあるので確定時に明紀する○
- 学部 - 学科(プログラム) 年次 氏名 携帯
申し込み期間:2009年1月9日(金)～ー5日(木) 提出先:教職課程指導圭 一みずほ小学校ボランティア申し込みボックス
希望調整後の確定した日程の受け取り期間 :1月19日(月)～23(金)昼休み 場所:鈴木そよ子研究室








(D 校長 :馬鳥睦美 (ぽとりたかみ)先生
② 教頭 :梅林恵美子 (うめばや しえみこ)先生
③ 所在地 :〒259-1207 平塚市北金目545番地 (地図参照)






























湘南ひ らつかキャンパスにおける学校ボランテ ィア活動 とそのLT:過







































学校行革 辛間皮省職良A==報2 言2重 毒 根講･指恐朝読会ノヽーコ=-辛高 官参 早(冒低参･規6 .年 退- 読Aコ= 辛業読準価香良■ゝ=:2 ラX皮省 建国言己念日
2009年2月カレンダー 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
日課(○は今寺別日課) 校時 5 6 5 5 5 5 6 6 5
人 数 午前 I 8 2 5 6 I 8 ー0 8
午後 0 8 4 4 7 3 8 10 8
芋oBrJl芋科 辛;内 包′名 回 給食 外鼓 ! 8 2 5 [ 6 】l Il ー () ー0 ○ l
経営El胃縁 4 +7J.7-川村量子 3 0 1A
哩 情報科 4 1ヽ.7■〇林 ft洋 6 6
哩 什嶋科 3 ■▼1.一.I一l秋遍 光 7 外
哩 化 3 言ヽt一一一鈴木東食 4 I
哩 化 3 I/,'1都築倫明 4 4 TY一■1[ J+
Il -._i .二畑 .:L -● '_己ig:､r
g 生繊科 3 挿木沙里奈 7 7
哩 生嶋村 3 /+I .'T市川沙絵 7 7
壁 生物fJ 3 一高津 充 5 5 こ一一
▲ヽ■一 一.､t_ tゝJ1.l
哩 情報科 2 細線製套 5 5
理 惰嶋科 2 先嶋綾子 6 6
哩 化 2 IJ 7-.I三井 字 4 4 丁Tこ.T_1g,1_:
哩 化 2 ●一.J}一一佐藤大棚 4 4 F二一一 1, _I.[荒さ･1_it串 .
哩 化 2 771西島 理 4 4 ナ芯÷ 7 --_P., ･.■.
哩 化 2 ′●.●→′田中r*太 6 6 .Afー1. ▼- -
哩 化 2 L γ ◆ Jつウ声高用太 4 4 r一 丁<r/ 1:r/′一..tjlTi=I-I
哩 生物科 2 西山 歩 2 2
壁 生年勿糾 2 上遠野光 I I -L'/pLI.i
哩 生物り 2 ▼'l t植原大輔 I0 eT.Y.-J:
哩 生物相 2 失濠韮成 l0 し/,
哩 信幸郎斗 2 ′ー●一谷;牢坑水 2 2 h =F =-オ 毎
哩 情報手斗 2 山本 隠 2 2 一′→
哩 情報相 2 佐藤 焚 2 2 ･t- ｢.._一JL
資料 6 平塚市立みずほ小学校 ボランティア参加者一覧表 (2009年3月) 2009.1.26
学校行事 壬IA1ⅠⅥ皮省 児1--A:=ー坐請日fl反省 教書抜擢浅村i■AコⅠ③ lI結Aq:Ⅰr■.一ゝ1:Fi ■A鴇a T課攻 1卒.I時 2式で下 6年按年 4-隻は 5?校 辛I閉 式式 ーlOI030醐
2009年3月カレンダー 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll l2 ー3 f4l5 l6 17 18 t9
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
日抹(Oは特別 目抜) 校時 5 6 5 6 6 5 6 5 ㊨ 6 5 6 i 3
人 魚 午前 105 3 1 2 2 2 4 3 2 4 4
午後 2 1 5 3 2 3 2 04 4 2 0 0
早 学科 年次 シノイ氏 名 回 捨土 105 3 1 2 2 2 4 3 2
a 化 3 ス ズJL77)J力掃木葉ft 4 I
哩 化 3 -I.)1/リ71ホ集倫明 t 1
哩 化 3 ウエハうユ.'JL.上原弓弦 3 1
哩 化 3 ?+-}T-/̂<口地哲平 5 5
哩 生畿科 3 1̂ノ◆JllJ挿木沙量 4 4 1-i.P.･1.
可 生鞠科 3 J▼.カワウエ市川沙輪 4 4 ∴
哩 生物科 3 事カノtJA,高津 充 I 1
理 憎嶋科 2 T./1キナヤ ⊃先 嶋義子6 6 ∫ I.l?.I-T .:,:
哩 化 2 '1rつ1イキ佐藤大樹 1 1
理 化 2 西島理 I 1
理 化 2 トナJ).'I'>●戸高相太 1 1
鍾 生ーわ科 2 ウ=ハつ1Jt抽原大槻 2 0
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資料7 平塚市立みずほ小学校 ボランティア参加スケジュール (2009年2月)2009.1,26
2009(平成21)年2月 ブルーの氏名は午前あるいは午後に参加する学生
レッドの文字は1.16日以降の変更点
日付 曜 校時 学校行事 午前(10:00-12:50) fa(12.50-15:30)
1 日
2 月 5 年W反省徽員金線② 秋津光
3 火 6 クラブⅧⅨ(3年見学) ロ地菅平.高津充.三賞学. ロ地菅平.粛斗充.三賞学.佐藤大樹 戸高期太.西島理. 佐藤大槻 戸高相太.西島理.
蔀車輪明.田中慶太. 都築檎明.田中慶大.
4 水 5 初更倫明,高津充 都築倫明.高津充.川村藍子 矢薄王威
5 木 5 講指朝会 学習事観.憩放会(慕) 市川沙絵.柿木沙里奈. 市川沙絵.柿木沙里奈.上原弓弦.
学習曽根は5校時 上原弓弦,兼寿昭宏.松田-晃 川村JE子




9 月 5 卒業式隼傭委員会② 田中慶太 田中慶太.租符大樹.失薄量成
10 火 6 クラブⅩ(反省)拾食義引き落とし ロ地哲平.細漣梨奈.西山歩. ロ地菅平.拙速梨奈.西山歩.
戸蔦和太.西島理 戸高相太.西島理
ll 水 建笛ta念の白








16 月 4 年間反省義兵金線③ 田中慶太
17 火 6 クラブ(予備日) 三賞学,大竹救史.佐藤大樹. 三賞学.大竹救史.佐藤大柵.戸高相太.西島理 綿捷梨奈 戸有期太.西島理 細速製奈
先崎綾子.西山歩 先埼綾子.西山歩.鈴木栄責
18 水 5 小救研第5回研究部会14:15なかよし作品農～22日 林責洋 鈴木兼景
19 木 6 たてわり集会V 入学手傷委月余② AET 市川沙絵.柿木沙里奈.林責洋.轟遍充.先峰綾子.田中轟太 市川沙絵.柿木沙里奈.林責洋.
業者窓ふき 高斗充.先嶋綾子一田中轟太




23 月 ⑤ 徽貴会JI AET 5枚時12:45-13:35
24 火 6 ロ地菅平.上原弓弦.林貫洋 ロ地菅平.上原弓弦.fB木葉★
25 水 5 葡豪儀明.嘉斗充..鈴木栄責.林責洋 奇策義明.高斗充.鈴木巣★
26 木 6 卒業を祝う全く1.2枚時低学年中心) 林責洋.柿木沙里奈.市川沙絵. 林霊洋.柿木沙里奈.市川沙絵.三算竿 大竹貴史.佐嘉大樹.戸 三薬学 大竹女史.佐嘉大樹.
高糟太.酉島理 戸高糟太.西島理
27 金 6 救雷良種検討委員会②
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資料 8 平塚市立みずほ小学校 ボランティア参加スケジュール (2009年 3月)2009.1.26
2009(平成21)年3月 ブルーの氏名は午前あるいは午後に参加する学生
レッドの文字は1.16日以降の変更点
日1､哩 校時 学校行事 午机(10:00-12:50) 午後(12:50-15:30)
1 El
2 月 5
3 火 6 委員会Ⅵ (反省) ロ地菅平.鈴木栄★ 口地菅平 .鈴木発雷
4 水 5 鈴木菜食
5 木 6 児童朝会(生活 目積反省) 柿木沙里奈.市川沙絵 .西島理 柿木沙里奈.市川沙絵.西島理
･佐藤大樹.戸高相太 ･佐藤大樹 .戸有期太




9 月 5 教育抹程検討委員会(参 先崎綾子 先崎綾子 .植原大樹
10 火 6 ロ地菅平.先崎綾子 ロ地菅平 .先喝綾子.鈴木栄責
ll 水 5 先崎綾子.上原弓弦 先崎綾子 .鈴木栄景
12 木 @ 訴桔朝会 義兵会SL 13.一0下校 柿木沙里奈.市川沙絵




16 月 5 都築倫明,蕎斗充一先崎綾子 都築倫明 .高津充.先崎綾子.植原大樹
17 火 6 絵食終了 職員打合せ(放珠後) 口地菅平.先崎綾子 ロ地哲平 .先埼綾子
18 水 ㊨ 卒業式準傭4.5年 8:30-ll:40 上原弓弦一輪大栄責.都築倫明･高津充
















資料 9 平塚市立みずほ小学校 ボランティア参加スケジュール (2009年5月)2009.5.ll
学校行事 事 内 小●研 1■JA 也 ■ クラI ■ 支 17F+ 書 支壬 7 た Ⅱ t
班研 料130 3材軸;BIloF *O p tZ!■一lJI I*■ 何 期tL 大■ ●①9○0 o■lJ)大●3*汁¢■く′t】 LI● ■tJt h●+■日 て ■わ 糾リ班 1■ }皮0AJh局I
ll t2 13 1一 15 l●17ー● 19 20 21 22 23 2425 I● 27 28 29 30 3t
月 火 水 木 I 土 日 刀 火 * 木 I 土 日 刀 火 水 木 ● i 日
E)JIrOrzNIEII) t一■ ●一I○○ ⑤ 8 5 ○8 5 ○5 ○ a
人 世 千■ 2 5 3 0 0 2 3 3 0 2 ll 2 3 0 0
千L 1 5 0 0 4 I 5 0 0 5 3 0 0 0
7.1.kl.一Jと'i ロ ロ 2 6 0 0 4 2 5 0 2 5 3 0 0 0 29
生kf4一′◆点7 7 上市ll抄& 1 1○.
tS
■Itノ一1'JT挿木沙LJt2 2 10- 一〇一
ほ 15_
fl■叫 一 ■Lr1秒 イ書EZJt平 1 10- 1250E)刀
3 ▼ノブ◆rr⊃Il-+ 1 tO-
15



























ーt 9.JfLlJ十JtZl和事 ▲ 0 8-10一〇41
隻■料 2 iliJ'i I 3 I-1040
12_50-l5.30
2 大4 ●f 2 1
2 ▼フtー▼'rd群書 f7和 3 12_引トーか30
2ゴー.7▼サンgtJF市Tl 5 0■一5-1○.40 I_4-トー0.▲○
2 一イー サ/I円Jt t人 2 1
12¥トー5,30
2 JヽY■シ7r一斗 -弓 2 ー
2L†'J47ーJI2月7:どか 1 1
JIeI事プDケラム 2 IJpLシナノ}7t-■治 3 コ 10- 15.30
2 ナ▼<'J74t:I)Jl石tL持 ■ 0 I.一5-10▲○
2 ▼ワヽ■ 3'}-I仕事 先 ZP ～ ,0- 13.一〇
2 イt'<}Aン'.石井 井也 I 2 Iと50-15:め
2 )'J1ユ■1.Xナ近-持介 130-li⊃8バイク t2_1ト川30







I[コ の- は r自宅から｣あるいはra宅-｣を示し･太■はr大事から｣あるいはr大事へJを示T･
･欠AE･書Ellt必すみでは小事収とホ木にI格Tもこと.




資料10 平塚市立土屋小学校 ボランティア参加スケジュール (2009年5月)
学校行事 1 鞍 プ1ロ 14 去p4土語 1 鞍 プ1口 位 児 1 34 校.∠ゝ⊂コ ① 芸 1 位 フ1ロ 逮動一ゝ 芸 芸
5 且: 打 5 ソこク 1 5 良: fT 5 ソ:ク 且 壬A 朝 ｡諸 宗 蓋 警lヨーせ 5 且: 汁 5 ニ/:ク ココ:那
5 台0せ 1打5合せ 5下校 1 台5せ 1打5 合せ =F‡- 会 引 きき 取取 り 5台0せ 1打5 合せ 日準価 ∠ゝ延 Ⅱ
2009年5月カレンダー 日 12 ー3 14 15 トーり 18 19 20 21 22 232一 25 26 27 28 29 30 3l
月 火 水 木 金 i 日 月 火 水 木 金 土 EI 月 火 水 木 金 土 日
6 6 月5 6 6 6 6 5 5 6 6 6 5 6 5 6
事■ 字f1 年次 シメイ氏 名 回 拾A 1 4 1 3 1 ー 4 1 3 1 1 4 1 3 3 32
堤休良の活h 理学部 ■●】一千プ【コケサム2 サトウ ヒデ オ佐藤 英雄 6 6 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み
12.40-13.15
2 タダモト7'キ⊃忠本 嘆子 6 6 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み
ー2.一〇一3.ー5 124073tS 1210-13.15 昼休み掃除1240.13.15 12.4013.15
2 白石 斬之肋 6 6 昼休み柵除 昼休み柵除 昼休み掃除 昼休み捕 昼休み掃除1240-1315 1240-ー315
控★他 カリベ ミサト刈 部 文里 10 3 tl.10- シ ー 10.40 9- 1040 llt0- !卜 10:40 9- 1040 ll.10- 9.- ー040 9- 1040
l318 13:10 13:10
f*■料 2 小束 菟介 10 9 9- 1040 9- 10,40 9- 1040 9- 10:40 9- 10:40 9- lO:40 9- 10:40 9- 10.40 9- 10:401240-13:15
運LbAコ:一準tA プt) IEグ *つ ■i.千 2 石井 津也 1 1コンドゥ ユウスケ近藤 裕介
通用門 関 12:(X) 8:0 8:0 8:(X) 12:0 12:∝I 8:0 8:(X) 8:α) 12:(XI 12:【X) 8:(X) 8:(XI 8:0 12:【氾


















































神森川大乍心理･教育研究諭銀 第 30号 (20日年 3)J3)日)









4 .学校ボランティア活動を通 し感 じたこと
5 .ボランティア活動での小学校





































































































































































































































































































































































































ないと思 う｡ ｢短気は損気｣ という言葉がある
が,まさにこのことである｡今回の活動で先生
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の子どもからの質問に答えきれず,数人の子が
不満そうな顔をしていたのが今でも心に残 りま































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この実習で感 じたことは, 3- 5年生という
わずかな歳の差でも,言動や行動が全然違 うと





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































もう ′教える" とい うことができるのだと感
心 しま した｡指導を している先生の姿を子 ど
もは しっか りと見ているのだと思いま した｡
また, 1年生にとって6年生は見本になる偉
大な存在であるのだと思いました｡
しか し ′教える〝 とい うことはそ う簡単で




自信が無 くて ｢たぶん○○だと思 うよ｡｣ と
い う答え方 しかできず,その時に私は一つの
ことに気付きま した｡ ′教 える" とい うのは
ただ 〝知っている" ではできないとい うこと




























た｡ これは教え方の基本 として勉強にな りま
した｡初めの うちは授業見学の他に運動会の

































なると先生が課題を出す と後は子 どもが各 自




































































































































方, しっか り聞かなきゃいけないときは しっ
































































































































子 どもを飽きさせないよ うに楽 しませるよ
うに鼓舞するために子どもよりも元気に雰囲























































には, しっか りと取 り組むが,わからない個











































が児童 と教師を 1つに し,クラスをつくって
いるのだと思 う｡ 1年生には, 1年生の雰囲





















































































うと思っていま した｡ しか し,子 ども達か ら
積極的に自分に声をかけてくれて子 ども達は
フレン ドリーだと思いま した｡ どの学年のク
ラスに足を運んでもみんなフレン ドリーで し
















るまでもないクラスで した｡ しか し,休み時
間に教室でやたらと騒いだ りしていると,注
意をしていま した｡同様に 2年生 と5年生も
似ていま した｡ 3年生 と4年生だけは他の学
年 と対象的で した｡ 3年生は,先生の話を聞
いていなかった り,勝手な行動をとった りす














今回, 5月か ら7月までの 2カ月間,みず
ほ小学校で先生方のサポー トとして行ってき
ま した｡ これを通 してたくさんのことを勉強
することができま した｡行 く前,小学生はと
にかく元気で活発だとい うことだけ しか思っ












神奈川大学心理 ･教市研究詣ih 節 30号 (20日年 3jJ31n)
ました｡
2年生も1年生と同様でとにかく元気で し





















































どもの叱 り方で した｡わた しは最初,高学年
ならある程度厳 しく叱っても良いと思ってい
ま したが,低学年の子に対する叱 り方が良く























いう結果になって しまいま した｡ このような





















































































































































て接 してくれたこと,そ して私を ｢先生｡｣
と呼び,頼ってくれたことです｡いつも子 ど


























































しっか りと子 どもの希望を踏まえて子 どもた
ちをコン トロール していたので,すごいなと
感 じま した｡ 1つだけうれ しいとい うよりも

















































































さ ら に ,先生は他にもプール清掃や運動会
のテン ト張 り,卒業式に使った植木鉢洗い,
校内のホスター貼 りなど陰の仕事をたくさん

























































































































































































































































































































































































































































で話 して しまい,給食を食べるのが遅 くなっ
て しま うためらしい( 難 しいところだけど,
時間内に食べることを先生は重要視 している




























































るた｣を子 どもたちに取 らせて,ノー トに模
写させるゲーム感覚の学習スタイルは,最後
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すがだなと感 じた｡ どうやったら,子 どもた
ちの興味や関心を高めさせることができるか
を絶えず模索 しなければ,あのような工夫は














国際経営学科 4年 堀 健太
私はこれまでに 1年生か ら4年生までを担










小学生に対 してとは思えない程,厳 しく叱 り
つけたときである｡今までのように子 どもと
しての立場から見ると,なぜ,これほど厳 し
く叱 りつけたのかとい うことに対 して,気に













い｡そのことを見越 して,小学生 とい う小さ











































いうことを小 さい頃から見てきた｡ しか し,






































神点)け大乍心理 ･教育研究論悠 節 30号 (2011年 3月 31日)
た｡算数のプ リン トをやっている児童のとこ
ろに行って ｢できた ?｣や ｢すごいね｣ と自
分の言葉 で話 しかけると, ｢余裕 !｣ とか
｢ここってこうでいいの ?｣ と返 してきて く
れ,児童 との距離がぎゅっと縮まったように
感 じま した｡ このように遠慮なんかせずにい
つもの自分でいると,児童 と一緒にいる時間
が楽 しく,ボランティアに行 くことがとても
楽 しいと感 じるようになりました｡ さらに,
ボランティアの活動が楽 しいと感 じるように
なると,授業展開や指導などいろんなことに





A君のサポー トを頼まれま したOは じめてA
君 と会ったときは目を合わせてくれず,話 し
かけても知 らんふ りをされて しまいま した｡
最初の仕事は階段の上 り下 りの補助でしたが,
信頼 されていないため手を繋ごうとしてもす

































小 ･中 ･高等学校では, ｢生きる力｣ をは
ぐくむための教育が推進 されていますが,そ
の一環 として, ｢総合的な学習の時間｣が新













識 しま した ま してや担任の仕事 ととして,
子 どもたち一人ひとりに,ひ とつずつ時間を
かけていては､ 日々の教育活動に滞 りが生 じ
ることにな ります しか し､ 目の前の課題 を
すべて技術的に ｢てきぱきこなす｣､言い換



























す｡教師と子 ども ･子ども同士の話 し言葉が
適切に行われるような状況をつくること,児
童が集団の中で安心 して話ができるような教




かった り,教師の思 うように課題をこな して
こなかった り教師-の課題も増える一方です｡
ただ ｢書いてい らっしゃい｣ とい うだけで､
しば らくは書いてくるが､だんだんと続かな










































以上に遠 く,小学校か ら30分以上かか り,距
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参加 させ よ うと努めていた),全員を参加 さ












































土屋小学校は 1学年 1クラス しかない小 さ
い学校ではあるが,その分 クラスの仲がとて







学校ではたてわ り班 といって, 1年生～ 6年
生まで各学年それぞれ 2- 4名程度のグルー
プを作って,そのグループ隼にお昼ご飯を食


















































を短縮 してその分昼休みを長 くするとい う日
だった｡そのため普段はあま り関わらないよ
うな上級生の子 ども達 と混ざって ドロケイを




























｢手伝 ってもらうことは本 当にあ りがたいこ
とですが, 3年生は自分たちでやることを学
ばないといけないので,何でも手伝 うのでは




ア｣- ｢手伝 う｣ とい う考えであったが,こ
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教員の仕事に対 して最初は ｢楽 しくて,千
























































































対する担任の先生の接 し方だ｡ 1年生と言 う
と幼稚園や保育園から上がってきた子 どもた
ちばか りである｡だから先生の接 し方も優 し
いと言ったら変だが,同 じ立場になった接 し
方をすると思っていたが,全 く逆だった｡ 1






神奈川大学心理 ･教Iff研究論災 第 30号 (2011年 3J｣31n)
中力が切れて しまいだらけて しま う子 どもに








ま うことでも, これか ら先の子 どものことを
考えたら適切な言動なのだと考えた｡ きつい
といってもいつもきつい言い方 とい うわけで
はなく,先生の手伝いを した り,優 しい行い
をしたとき,また体育の授業中にきれいにで





い う気持ちにな り,がんばろ うと必死に物事
に取 り組む姿勢が私から見ても分かった｡ ど
のように接 したら子 どもが自分か らがんばろ

















とは′セクハラ"と取 られて しま うことがある
ため,気をつけなくてはいけないと思ってい
たが,子 ども達から寄ってきてくれるので最










この時か らだと後々考えて思った｡ これ らを
通 して子 どもたちと言えどやは り見下ろされ














やんちゃな子 どもぽっか りとい うもので した
が,実際行ってみると想像以上に大人である,
とい う風に感 じま した｡授業でも,これは 3
年生の自習の時間で したが,それな りに話を
する子 どもが居ても可笑 しくないと想像 して
いました｡ しか し,予想に反 して誰一人 とし
て話すことはなく, 1時間黙々と勉強をこな










た. 1年生, 2年生はまだ少 し幼いようで,




になると, もうこれは殆 ど大人に近い, とい
う印象を受けます｡なんでも自分でこな し,
分か らなければ他の子 どもや先生に助けを求























して しま う,逆に成長 させることが出来る場
所にいるのか と酷 く痛感するとともに今まで





く,相当な難 しさを感 じま した｡ これを出来
る様になるにはやはり相当な努力が必要だと,
これもまたひどく痛感 させ られま した｡また,
他の学年の先生方 も,そ ういった部分にメ リ
ハリがあり,とても凄く心に響いたと同時に,


























B君鬼ね｡｣と,言いま した｡ しか し, 自分
が鬼のまま終わるのが嫌なのはB君にとって
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も同 じであ り,B君は ｢えー,もうチャイム
鳴ったからセーフだよ｡だから今のはな し｡｣



















































と触れ合った り,授業を手伝った り,校務 さ
んの作業を手伝えたことなどは,私にとって








私は 10月 15日から12月 17日の期間,














































起きて,それが発覚 した らその子 どもを集中







私は今まで子 どもたちに対 してどんなふ う
に授業 したらいいか,どうやって不登校になっ
た子 どもを学校に登校 させ るかのようなこと









との難 しさを感 じま した｡私はこれか ら教育
実習やほかのボランティア活動などで学校を
訪問することがあると思います,そんな時,












最初に小学校へ行 ったときはす ごく緊張 し
ま した｡児童や先生方 とも初めてだったので
あま り子 どもたちとも話せず久 しぶ りの小学
校 と小学生の雰囲気に戸惑いながら終わって
しまいま した｡ しか し2回 目, 3回 目と行 く
ごとに,みんなよく話 しかけてくれた し,私










は,先生 とい うのは,本当に しっか りしなけ
ればいけないと感 じま した｡なので私も大人
として しっか りした見本にならなきゃとい う
思いで毎回小学校に行っていま した｡教師 と










強にな りま した｡例えば大学生だったら許 さ
れて しま うことも小学校では厳 しく怒 ってい
て,こうい うことも注意を しなければいけな
いのかと思 うこともあ りま した｡ また 6年生
と1年生では児童-の対応や態度,教えるこ




言 う元気いっぱいのクラスで した｡ 6年生で
はもう生活の態度 も しっか りしていて,中学
へ行 くため授業の勉強をちゃんとや っている









ですが,例えば 5年生 と 1年生は元気なクラ
ス｡ 6年生 と2年生は真面 目なクラスとい う
印象をもちま した｡ もちろん毎 日みてるわけ
ではないので確信はないのですが,それでも
担任の先生の影響でクラスの雰囲気はす ごく
変わるのだと実感できま した｡教師 とい うの
は重大な職業だ とも思い,面 白そ うだとも思
うことができま した｡
小学校は義務教育の中で生活態度や規則に
は一番厳 しいところだ と思います｡ 中学-高



















初めは,小学校に行 って何 を したらいいの
か,先生方の邪魔にな らないように手伝 うこ
とができるか, といろいろ不安だった｡ とに





































る｡ 2年生, 5年生, 6年生のどの学年の先
生方もベースは同じように感 じた｡確かにニ
コニコしてぽっかりしていると子どもたちの

















ような (素直さ)を感 じた｡ これはきっと大
学生や大人からは感 じられないものなのだと





















る』 とい うよりも 『変えなくてはいけない』
と気付かされることになりました｡
私が大学生になってからは,10歳前後の子



























｢話すスピー ドが速かった り,話 しの途中に
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学校ボランティ7通信 E.SV. 1 2010.1027
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学校ボランティ7通信 ESV 2 20101027
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学校ボランティア通信 ES.〉 1 20日 1ll
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ことを学び.怒 じたか.それ を次E)の払招宴で皆さんに触れて頂 こうと
思います｡
9MiSa10.K
























という､初の拭みを行いま した｡おI亡しい中で､アンケー トを回答 して




































































































































































, ~三 ､ 幸
縞集後妃
詐 4号､如何でしたか?
t後のJt後に無事発行出来て良かったと思っています｡
そして､大事なお知らせがあります｡｢E.S.V.｣は第4号をもって終了
となりまT｡4回の発行ではあったものの､この 1年rn､発行に向けて頑
譲るのは菓しくもありましたし､何より､皆のボランティ7活tbを紹介
するiJを作って下さった事に､とても怒桝しています｡
鈴木先生はじめ､この通f発行にこ協力下さった皆様､ありがとうご
ざいました !また､玩んで下さった皆さんも､ありがとうございました 1
次の機会がありましたら､またお会いしまLJ:う｡｢ES.Y｣発行終了
後も､私はすっとボランティ7を続けていきたいと思いますので､また
会えるといいですね｡
将暮 ･カット担当 刈部X里
Sp8Cial Thanks!(お世陪になった方々)
｢総合,yi習 lJRL練者･.･｢E.SVl共7舌宴｣への活hレポー トは供
｢ES.V｣を玩んで下さった方々
発行t任者 鈴木そよ千
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